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履 修 規 定

社会イノベーション研究科	社会イノベーション専攻　博士課程前期

２年以上在学し、指導教員による指導のもとに、授業科目24単位及び研究指導８単位の合計
32単位以上を修得し、修士論文又は課題研究報告※1を作成して提出し、その審査及び最終
試験に合格しなければならない。

標準
修業年限

修 了 要 件 単 位 数
論文・最終試験

授 業 科 目 研究指導 計

2年

基盤科目※2 6

24 8 32
修士論文又は課題研究報
告の審査及び最終試験に
合格すること。発展科目※3

自研究領域 10

他研究領域 8

※１ 成城大学大学院学則第20条第２項に定める「特定の課題についての研究の成果」を、
本研究科では「課題研究報告」という。

※２ 基盤科目は、指導教員の所属する研究領域（自研究領域）の１科目２単位を含めて、３
科目計６単位以上を修得しなければならない。
なお、基盤科目の中から６単位を超えて修得した単位は、発展科目（他研究領域）の修
了要件単位の一部に充当することができる。

※３ 発展科目は、指導教員の所属する研究領域（自研究領域）から10単位、指導教員の所
属する研究領域以外（他研究領域）から８単位を含めた計18単位以上を修得しなけれ
ばならない。
なお、発展科目は、同一名称の科目を年度を重ねて履修し、修得した単位を修了要件単
位に算入することができる。

①学生は、社会イノベーション研究科専任教員の中から指導教員を定め、その研究指導を在
学期間を通じて履修しなければならない。
なお、指導教員が指名する副指導教員による指導も併せて受けるものとする。

② 学生は、授業科目の選択及び修士論文又は課題研究報告（以下「論文」という。）の作成
について、指導教員の承認を得なければならない。
論文提出予定者は、提出予定年度の前期と後期の各１回、合計年２回開催される中間発表
会で論文のテーマ、問題意識、構成等について途中経過を発表しなければならない。

＊修士論文
　論文としての総合性（構成、論理性、文献の質と量など）が要求される。
＊課題研究報告

特定の課題における調査・分析・レビュー・実務的な問題解決等について研究した成果
を報告するものである。

※修士論文及び課題研究報告の提出要領については、97ページ以降を参照すること。

①授業科目は、半期開講１科目２単位、研究指導は、通年開講１科目４単位である。
②指導教員が特に履修を指示した経済学研究科、文学研究科及び法学研究科の博士課程前期

の授業科目（指示経済学研究科科目、指示文学研究科科目及び指示法学研究科科目という）
は、修了に必要な発展科目・他研究領域の単位として４単位まで認める。

③指導教員が必要と認めるとき、学生は、本学社会イノベーション学部の開設科目を履修す
ることができる。ただし、当該科目について修得した単位を修了要件単位に算入すること
はできない。

④本研究科入学前に修得した大学院開設科目の単位については、修了に必要な単位として認
定することができる場合がある。詳細については、研究科事務室において確認すること。

1 修 了 要 件

2 指 導 教 員

3 履修上の注意点


